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トリプタンスリン誘導体
生体から金属まで幅広く利用できる蛍光色素

概要

トリプタンスリンは植物の藍から抽出される抗菌剤として知られている。本発
明者は、天然からは得られないトリプタンスリン誘導体を化学合成し、抗菌性
に対する構造活性相関を調べていた所、トリプタンスリンの2-位にアミノ基を
導入すると強い蛍光を発する事を見出した。本発明は、トリプタンスリンの蛍
光試薬に関する。
【トリプタンスリン誘導体の特徴】
■2-アミノトリプタンスリン（T2NH2）は、細胞へのダメージの少ない可視光
領域波長で励起でき、周りの環境（極性）に応答して蛍光色が変化する
。また、ピレンとの蛍光共鳴エネルギー移動（FRET）により、FRET-onの
時はT2NH2由来の赤色蛍光が観察されるが、水銀など特定の金属イオンが
存在するとFRET-offとなりピレン由来の青色蛍光に変化する。
■2-ヒドロキシトリプタンスリンは、励起状態でプロトン解離し、水や生体物
質の吸収による影響が少ない生体透過性に優れた生体の窓（650 ～
900 nm）の波長領域で発光する。
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